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伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
同

|
|
和
歌
山
県
新
宮
地
方
の
実
態

lli

四

新
宮
は
早
く
か
ら
林
産
物
の
集
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
製
材
機
械
の
導

入
は
明
治
二

0
年
代
に
始
ま
り
、
新
宮
材
は
土
L

乙
し
て
東
京
大
阪
に
出

荷
さ
れ
る
と
共
に
、
明
治
後
期
か
ら
は
台
湾
澗
併
に
も
進
出
し
た
。
新

宮
木
材
業
の
中
心
は
却
売
業
者
で
主
要
製
材
工
場
は
、
主
と
し
て
か
れ
ら

に
よ
っ
て
経
咽
目
さ
れ
た
が
、
一
方
に
お
い
て
京
材
の
生
産
・
流
通
は
問
屋

に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
た

ω

、
と
こ
ろ
が
戦
時
下
の
木
材
統
制
に
よ
り
新
宮
に
お
け
あ
こ
の
間
屋
の
支

配
体
制
は
一
挙
に
崩
壊
し
た
。
戦
後
に
お
い
て
は
木
材
需
要
の
淀
化
、
林

道
網
・

l
一
フ
ッ
ク
輸
送
の
発
達
、
熊
野
川
流
域
の
電
源
開
発
に
よ
る
流
送

か
ら
陸
送
へ
の
転
換
等
木
村
プ
ム
を
背
景
と
し
て
伐
山
業
者
が
族
生
し

た
。
ま
た
製
材
業
者
も
伏
山
部
門
へ
進
出
す
る
に
至
っ
た
。
昭
和
三
六
年

九
月
現
在
、
問
屋
は
市
聞
か
一
名
の
み
で
し
か
も
こ
れ
も
実
質
的
に
は
素
材

伐
山
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
伺

Lli 

l崎

雄

武

業
者
に
転
化
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
新
宮
に
お
け
る
製
材
業
及
び
素
材
業
に
は
比
較
的
小
規
模
の

も
の
が
多
く
そ
の
浮
沈
は
激
し
く
、
木
材
生
産
も
ま
た
浮
動
的
で
あ
る
。

好
況
下
の
昭
和
三
六
年
四
月
現
在
に
お
け
る
新
宮
木
材
協
同
組
合
員
一
四

人
名
の
う
ち
、
休
業
者
は
二
七
名
で
あ
る
。
製
材
工
場
は
同
時
期
に
凹
九

あ
る
が
、
そ
り
う
ち
五

O
馬
力
以
下
。
も
O
が
三
五
の
多
数
に
上
り
、
ま

た
貨
撹
工
場
の
多
い
こ
主
も
特
徴
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
時
、
昭
和
三
四
年
九
月
現
在
に
お
け
る
新
宮
木
材
協

同
組
合
員
一
一
六
名
の
う
ち
伐
出
を
行
う
も
の
は
製
材
染
者
九
名
、
い
わ

ゆ
る
素
材
業
者
四
一
一
名
で
あ
る
》
製
材
冊
子
去
に
し
て
伐
川
を
兼
ね
る
い
わ

ゆ
る
一
貫
業
者
は
、
か
ず
れ
も
そ
の
工
場
馬
力
数
五

C
馬
力
以
上
、
年
間

素
材
消
噴
量
約
二
万
石
以
上
の
大
規
模
な
栄
占
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
専

業
的
伐
出
染
者
た
る
い
わ
ゆ
る
素
材
業
者
に
は
小
規
模
の
も
の
が
多
く
単

な
る
プ
ロ

I
刀

l
的
存
特
に
す
ぎ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
他
方
年
間
伐
出
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伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
伺

量
二
万
肝
以
上
の
も
の
も
存
在
す
る
と
共
に
、
大
山
林
地
王
に
よ
る
大
量

伐
出
も
行
わ
れ
て
い
る
。

新
宮
に
お
い
r
て
は
パ
ル
プ
材
は
別
と
し
て
、
川
材
は
殆
ど
熊
野
川
流
域

に
お
い
で
調
達
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
世
は
年
々
変
動
す
る
が
、
新
宮
本

材
協
同
組
合
の
調
査
に
よ
れ
ば
約
じ
五
万
石
で
あ
り
、
そ
の
う
b
六
O
万

石
が
地
一
尤
製
材
に
お
い
て
消
費
さ
れ
、
一
五
万
石
が
素
材
の
ま
ま
販
売
さ

れ
て
い
る
。
な
お
熊
野
川
流
域
か
ら
は
年
間
約
三
六
万
石
の
パ
ル
プ
材
が

地
元
製
紙
工
場
へ
伐
山
さ
れ
て
、
こ
れ
と
直
結
せ
る
大
規
模
な
ハ
ル
プ
材

伐
出
業
者
も
出
現
し
て
お
り
、
ま
た
最
近
チ
y

プ
工
場
が
増
設
さ
れ
い
ず

れ
も
製
紙
工
場
。
系
列
下
に
入
っ
て
い
る
の
も
新
し
い
現
象
で
あ
る
。

な
お
素
材
の
生
直
流
通
に
関
し
て
、
新
宮
原
木
市
場
株
式
会
社
及
び

十
津
川
木
材
協
同
組
合
の
果
す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
者
は
附

和
二
六
年
設
止
の
竜
桂
木
材
協
同
組
合
か
ら
り
分
身
で
、
後
者
は
電
源
開

発
に
よ
る
補
償
金
に
よ
っ
て
十
津
川
村
民
に
よ
り
新
宮
に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
共
に
原
本
市
場
を
も
ち
、
こ
れ
に
集
荷
さ
れ
る
素
材
は
両
者

共
午
間
約
二
五
万
石
に
達
し
亡
い
る
。
ま
た
両
者
と
も
商
工
中
金
か
ら
の

融
資
に
よ
り
業
者
に
前
渡
金
を
貸
付
け
て
原
木
市
場
へ
の
集
荷
を
強
化
し

て
い
る
。

も
乙
こ
ろ
で
製
材
業
占
或
は
宗
材
業
当
が
伐
山
を
行
う
場
合
に
は
、
直
情

労
働
者
に
依
存
す
る
も
の
は
な
ソ
¥
い
寸
れ
も
請
負
労
働
に
依
存
し
て
い

る
。
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
組
が
登
場
す
る
ω

そ
の
場
合
、
団
体
請
負
戒
は
個

人
請
負
が
行
わ
れ
る
が
、
実
質
的
に
は
前
者
の
方
が
よ
り
多
い
よ
う
で
あ

第
八
十
八
巻

凹

O
六

第
六
号

ー」/、

る
。
一
般
の
場
合
に
お
い
て
も
契
約
書
を
作
成
し
、
主
一
毘
伐
出
資
材
は
い

ず
れ
も
業
者
が
提
供
す
る
が
、
最
近
で
は
一
切
の
伐
出
資
材
を
所
有
し
て

伐
出
を
背
負
う
も
む
も
出
現
し
て
い
る
。
し
か
し
ま
だ
全
く
伐
出
資
材
在

所
有
せ
ず
、
単
に
小
道
具
乃
査
は
小
器
具
と
労
働
刈
の
な
に
上
っ
て
組
を

組
織
し
て
伐
出
を
請
負
う
も
の
が
溢
に
多
い
。

な
お
新
宮
に
お
け
る
素
材
生
産
の
方
法
に
い
わ
ゆ
る
「
仕
込
」
に
よ
る

も
の
が
あ
る
。
こ
の
形
態
は
戦
v

問
問
屋
支
配
の
下
に
お
け
る
支
配
的
形
態

で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
喰
後
に
お
い
て
も
な
お
残
存
し
た
が
ら
も
徐

々
に
減
少
の
傾
向
に
あ
る
ロ
「
仕
込
」
に
よ
る
方
法
と
は
業
者
が
自
ら
伐

出
過
程
に
は
な
ん
ら
参
与
せ
ず
、
た
だ
「
仕
込
金
」
を
貸
付
け
、
そ
れ
に

よ
っ
て
素
材
生
崖
を
行
わ
し
め
、
金
利
と
手
数
料
を
主
る
い
わ
ば
問
屋
削

機
能
を
来
す
も
の
で
あ
る
。
こ
白
場
合
契
約
書
の
作
成
、
保
証
人
、
担
保

物
件
等
を
必
要
と
す
る
が
、
後
述
す
る
場
合
の
如
く
専
属
的
関
係
の
場
合

に
は
佐
々
口
煩
に
よ
り
簡
単
に
契
約
が
成
『
V
L
、
対
入
信
刷
の
み
に
よ
る

場
合
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
製
材
業
者
色
素
材
染
者
と
の
伐
川
に
お
け
る
本
質
的
な
差
異

は
存
し
な
い
。
む
し
ろ
伐
出
を
兼
告
す
る
製
府
染
者
は
す
べ
て
大
規
模
な

業
者
で
比
較
的
大
量
の
伐
出
量
で
あ
る
の
に
対
し
、
素
材
業
者
に
は
零
細

な
も
の
が
多
い
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
ろ
う
。
従
っ
て
伐
出
労
働
力
の
性

格
も
こ
れ
に
対
』
生
ヲ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
わ
ゅ
う
ん
こ
の
餌
同
か
ら
二
つ
の

型
の
伐
出
労
働
者
の
性
格
を
考
察
す
る
。



五

恒
首
的
に
大
山
且
の
伐
出
を
行
う
P
木
材
E

K

は
、
新
宮
市
に
お
け
る

代
表
的
な
製
材
業
よ
円
で
あ
り
、
ぞ
の
製
材
工
場
は
一
人

O
応
力
、
附
和
三

三
年
度
の
年
間
消
費
素
材
石
数
は
三
・
九
万
石
で
あ
る
が
、
工
場
の
月
間

平
均
製
材
能
刈
は
六
千
石
で
あ
る
。

右
の
年
間
消
費
石
数
三
九
万
石
の
う
ち
、
副
長
所
有
山
林
か
ら
の
伐

出
量
二
万
石
、
立
木
買
山
刊
に
よ
る
そ
れ
ヰ
千
む
で
あ
り
、
他
は
ω
唱
枯
木
材

協
同
組
合
の
巾
売
及
び
地
元
素
材
業
者
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
剖
社
長
の
所
右
山
廿
仲
間
税
は
六
六
心
町
で
一
一
名
の
山
番
に
よ
っ
て

骨
理
さ
れ
て
い
る
。

P
木
材
に
於
け
る
伐
出
は
K
組
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
下
に
お
け
る
二

組
に
よ
っ
て
行
わ
れ
亡
い
る
。

K
組
は
搬
出
に
専
業
也
し
て
お
り
、
搬
出

量
の
約
八

O
%を
担
当
し
て
い
る
。

K
組
、
と
他
の
三
組
と
の
関
係
は
外
見

上
で
は
下
請
関
係
に
み
え
る
が
、
従
属
的
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
ニ
純

も
K
氏
と
で
は
な
く
直
接
P
木
材
と
請
負
契
約
を
結
ぶ
の
で
あ
り
、
そ
の

際
K
氏
は
仲
介
立
会
を
な
す
。
以

Fun組
及
び
そ
の

F
の
一
組
た
る
口

組
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
P
木
材
と
K
氏
と
り
関
係
に
つ
い
て
み
よ
う
。

K
氏
は
同
社
長
の

山
番
を
も
か
ね
て
い
る
が
、
こ
の
関
係
は
三
代
前
か
ら
続
い
て
い
る
。
ま

た
伐
出

r
つ
い
て
も
約
三

O
年
前
父
親
の
代
か
ら
事
属
関
係
に
あ
る
ω

古

ず
山
番
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
両
者
の
問
に
は
次
の
条
項
を
内

伐
出
林
業
労
働
力
白
存
在
形
態
伺

容
ー
と
す
る
契
約
書
が
刊
仇
さ
れ
て
い
る
(
以
下
山
林
所
有
省
を
中
、
山
番

h
T
乙
と
す
る
)
。

第
一
条
一
ム
は
常
に
管
理
山
林
を
見
姐
り
他
山
と
の
境
界
を
明
確
な
ら

し
む
る
と
共
に
、
盗
伐
・
災
禍
等
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
。

第
-
一
条
乙
は
管
理
山
林
に
異
変
を
生
じ
た
る
場
合
は
速
に
甲
に
連
絡

す
る
し
乙
共
に
最
善
を
尽
す
事
。

第
三
条
乙
は
植
林
・
補
植
及
び
下
刈
間
伐
の
場
合
は
予
め
実
施
予

算
計
而
書
を
甲
に
提
出
、
甲
乙
協
議
の
上
実
施
の
事
。

第
四
条
乙
は
管
盟
山
林
保
守
等
に
闘
し
不
可
抗
方
は
別
L

と
し
て
、
故

誌
に
甲
に
損
害
を
与
え
、
与
え
ん
と
し
不
利
に
陥
れ
た
る
場
合
は
、
無
条

件
に
て
管
理
者
と
L
て
の
資
格
を
失
う
と
共
に
賠
償
白
責
を
負
う
事
υ

第
五
条
乙
白
哲
理
は
放
く
ま
で
虫
1
L
場
者
に
限
る
も
の
主

L
て
、
他
の

哲
理
委
任
は
絶
対
せ
ざ
る
事
。

第
六
条
本
契
約
有
効
期
間
は
拾
ヶ
年
と
し
、
期
間
満
了
前
甲
乙
協
議

の
上
更
新
す
る
も
の
と
す
a

第
七
品
市
中
に
於
て
乙
管
理
山
林
伐
採
の
場
合
、
見
棋
士
酔
州
額
の
二
分

以
内
管
南
蛮
と
し
て
甲
よ
り
乙
に
支
給
す
る
も
の
と
す
。

な
お
山
需
に
は
同
定
給
は
な
く
、
そ
の
造
育
林
労
働
に
対
し
て
は
日
給
、

年
二
四
五
千
円
乃
至
一
万
円
宛
白
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
E

氏
。
場
合
に
お
い
て
も
山
番
の
性
格
は
、
和
歌
山
県
宇
奈
良
県
下
に
お
け

る
一
般
的
な
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。

と
こ
ゐ
で
K
氏
は
P
木
材
に
帯
属
L
、
後
述
の
如
〈
専
業
的
に
伐
出
特

第
八
イ
八
巻

第
六
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伐
川
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
伺

に
喰
後
は
搬
問
の
み
に
従
事
し
て
い
る
が
、
他
の
一
一
名
の
山
需
に
は
こ

の
よ
う
な
も
の
は
存
在
せ
ず
、
一
一
名
が
臨
時
的
に
そ
の
明
理
山
林
の
伐
出

を
行
っ
て
い
る
。

K
氏
は
P
木
材
の
搬
出
を
行
う
に
際
し
て
は
、
社
長
L
ζ

の
直
接
一
父
渉
に

よ
り
契
約
を
結
ぶ
。
契
約
は
同
者
の
長
年
に
わ
た
る
関
係
上
ス
ム
ー
ス
に

行
わ
れ
、
次
の
如
き
内
容
の
比
較
的
簡
単
な
川
材
請
負
取
決
書
が
二
通
刊

成
さ
れ
る
。

一
、
場
所
熊
野
川
町
請
川
京
放
崖

二
、
樹
穂
及
口
数
量
杉
・
椅
モ
ミ
・
ト
ガ
約
四
万
石
。

一
三
山
材
請
負
崩
価
一
位
当
り
二
八
心
円
。
但
L
ト
ラ
ァ
ク
私
場
に
長

献
の
事
。

凶
、
出
材
結
負
者
負
担
内
訳
架
線
世
仙
-
木
集
い
の
連
村
・
架
線
撤
収

監
火
用
油
・
針
金
・
釘
-
矢
形
川
車
の
消
耗
出
材
用
小
屋
。

五
、
本
主
れ
担
資
材
内
訊
川
県
線

mワ
イ
ヤ
一
切
発
動
機
二
基
・

発
動
機
肘
燃
料
集
材
機
一
基
架
線
小
道
具
♂
切
。

す
な
わ
ち
石
当
り
却
価
並
び
に
出
材
資
材
の
分
担
内
容
が
決
定
さ
れ
る

の
み
で
あ
る
。
詰
品
川
価
絡
は
石
当
り
単
価
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
搬
出
が
小
規
模
な
場
合
に
は
総
量
に
よ
る
決
定
も
時
に
は

行
わ
れ
る
。
資
材
は
右
の
如
〈
殆
ん
E
会
社
が
提
供
し
、

K
組
は
一
部
消

耗
品
を
負
担
す
る
の
み
で
あ
り
、
出
材
用
小
屋
に
お
い
て
も
そ
の
資
材
は

会
社
負
担
で
あ
り
K
組
が
設
営
す
る
。
そ
れ
故
F
木
材
は
伐
出
資
材
一
切

を
所
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
要
な
も
の
は
発
動
松
二
五
馬
力
・
一
心
馬

第
λ
十
λ
巻

ヨ
ヘ
ノ
人

節
+
ハ
u

方

ノに

力
各
一
、
八
応
力
二
、
集
材
機
三
、
各
種
η
イ
ヤ
}
ハ
、
五

C
C米
そ

の
他
で
あ
る
の
右
の
取
決
書
に
よ
る
伏
出
は
昭
和
三
二
年
一
一
月
J
一一五

年
三
月
の
期
間
に
行
わ
れ
た
。

次
に
K
組
の
性
格
を
み
よ
う
。
組
四
K
氏
は
凹
九
歳
で
小
学
卒
業
以
降

長
茶
品
川
伏
刊
労
働
に
従
事
し
、
昭
和
八
年
組
期
と
し
て
組
を
組
織
し
て
か

ら
は
専
業
的
に
伐
出
を
行
っ
て
い
る
。
戦
後
昭
和
二
一
一
年
組
を
再
組
織
し

こ
の
組
は
K
民
主
組
員
六
名
で
構
成
さ
れ
た
が
、

P
木
材
の
伐
出
の
終
了

後
昭
和
三
六
年
九
月
現
存
迄
に
組
員
四
名
が
脱
退
し
て
い
る
。
組
民
六
名

は
い
ず
れ
も
K
氏
の
部
落
の
も
の
で
、
う
ち
三
名
は
親
戚
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
K
組
は
地
縁
的
血
縁
的
性
格
を
有
ず
る
。

K
組
に
つ
い
て
注
目
す

べ
き
こ
E
は
、
伐
出
資
材
の
所
有
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
六
馬
力
発
動
機
一
、

集
材
機
一
、
制
動
尚
一
、
塑
主
一
凶
、
矢
川
け
三
の
一
、
集
材
月
収
鋼
三

C
O

米
及
び
土
工
用
具
等
こ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
資
材
は
組
の
共
有
で
、
そ

の
購
入
価
格
は
四
五
一
、

0
0
0円
で
あ
る
。
こ
の
金
制
は
じ
名
の
均
宅

負
担
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
資
金
を
有
し
な
い
二
名
に
対
し
て
は
K
氏

が
無
利
子
、
無
制
阪
の
条
件
で
立
替
え
て
い
る
。
組
員
脱
退
白
場
合
に
は
、

資
材
を
時
価
で
一
評
価
し
て
持
分
を
現
企
で
返
却
す
る
。

K
氏
は
村
山
の
上

層
に
国
L
田
七
反
五
献
、
畑
二
反
、
山
林
一
七
町
を
所
有
し
て
い
る
d
K

民
が
組
頭
と
な
っ
た
り
は
、
か
か
る
条
件
を
背
訟
と
す
る
熟
練
労
働
者
と

し
て
の
技
能
に
」
る
も
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
前
述
の
如
く
、
搬
川
数
量
は
大
で
K
組
七
名
で
は
不
可
能
な

た
め
、
組
と
し
て
臨
時
労
働
者
二
二
名
を
募
集
し
て
組
に
参
加
せ
し
め
る



と
共
に
、
他
方
搬
出
数
量
四
万
石
の
う
ち
一
万
石
空
前
述
の
り
組
に
詰
負

わ
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
形
式
よ
は
下
請
の
形
態
を
主
っ
て
い
る
が
、

K
民
が
仲
介
し
て
P
木
材
社
長
主
O
組
組
頭
口
氏
Lr
一
の
同
に
請
負
契
約
が

結
ば
れ
た
。
そ
の
際
契
約
書
は
作
成
さ
れ
ず
、
口
頭
で
右
当
り
単
価
一
一
一
一
一

五
円
E
決
定
さ
れ
、
資
材
分
担
は
K
組
の
場
合
、
と
同
一
で
あ
る
。
石
当
り

単
価
に
お
い
て
O
組
が
低
い
の
は
、
。
組
の
林
分
が
搬
聞
に
容
易
な
地
勢

で
あ
り
か
っ
杉
，
槍
が
多
い
こ
と
に
基
ず
く
も
の
で
あ
る
白
こ
の
場
合
K

民
が
中
間
利
得
世
獲
得
す
る
余
地
は
全
く
存
し
な
い
。

。
氏
は
二
五
歳
で
作
業
所
の
地
元
に
居
住
す
る
専
業
的
林
業
労
働
者
で

あ
り
、
中
学
卒
業
以
降
昭
和
二
七
年
ま
で
筏
夫
、
そ
白
後
K
組
に
入
り
搬

出
に
従
事

L
、
P
木
材
の
請
負
に
際

L
C
K
組
か
ら
独
立
し
て
四
名
で
組

を
組
散
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
氏
は
長
男
で
、
父
付
筏
十
円
で
あ
っ
た
が
昭

和
二
七
年
以
降
農
業
に
従
事
L
出
三
反
、
畑
二
反
、
山
林
ニ
町
を
所
有
し

て
い
る
。
組
の
凶
名
の
う
』
三
名
は
地
元
の
休
業
労
働
者
で
あ
り
、
口
氏

は
組
顕
で
あ
る
が
他
の
コ
名
と
差
町
内
は
な
く
実
質
的
に
は
共
同
請
負
で
あ

る
。
同
名
の
う
ち
二
名
は
意
見
の
相
違
に
よ
り
組
の
結
成
後
半
年
で
脱
退

し
て
い
る
。
口
組
に
は
共
有
の
資
材
は
存
し
な
い
。
吏
に
O
組
に
お
い
て

も
臨
時
労
働
者
を
地
元
で
募
集
し
て
い
る
。

K
組
及
び
O
組
に
h

仰
け
る
組
員
と
臨
時
労
働
者
と
の
重
要
な
差
閉
山
口
、

請
負
に
よ
る
収
益
が
組
員
同
に
の
み
分
配
さ
れ
る
点
に
存
す
る
。
賃
金
は

K
組
に
お
い
て
は
組
員
は
日
給
七

0
0円
、
向
時
労
働
者
は
七

O
C円
一

。
名
、
六
ゴ
一

O
円
二
名
、
主
」
ハ

O
円
一
名
で
能
力
に
よ
り
地
差
が
あ
る
が
、

伐
出
林
業
労
働
力
心
存
在
形
態
付

。
組
に
お
い
て
は
組
員
、
臨
時
労
働
者
共
に
七

0
0円
で
あ
る
。
両
組
E

J

も
組
頭
へ
の
特
別
手
当
は
な
く
、
組
頭
も
同
一
賃
金
で
労
働
に
従
事
す
る
。

右
の
搬
山
作
業
に
お
け
る
収
益
は
、

K
組
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
な
く
、
口

組
に
お
い
て
は
約
六
心
万
円
で
こ
れ
を
組
の
二
名
が
折
半
し
、
臨
時
労
働

者
に
対
し
て
は
事
業
終
了
後
各
人
に
手
当
五
、

0
0
0円
を
出
す
E
共
に

誕
会
(
一
名
当
り
三
、

0
0
0円
)
に
招
科
し
て
い
る
。

次
に
組
頭
の
機
能
に
つ
き
ま
ず
作
業
管
迎
の
内
容
を
み
よ
う
。

P
木
材

は
そ
の
伐
出
に
際
し
て
伐
係
及
び
撒
出
の
計
四
を
立
て
、
組
頭
と
協
議
し

て
実
施
す
る
D
K
氏
の
場
合
に
は
P
不
利
に
専
属
し
か
っ
社
長
り
山
骨
を

か
ね
る
特
殊
関
係
に
あ
り
、
社
長
か
ら
全
情
的
信
頼
を
う
け
て
お
り
、
会

社
の
計
四
樹
立
に
も
参
与
し
、
搬
山
作
業
に
お
け
る
指
揮
昨
暑
の
任
に
当

る
と
共
に
円
ら
も
労
働
に
従
事
す
る
。
。
氏
の
場
合
は
こ
れ
L
K

弘
り
も
つ

は
ら
作
栄
の
指
陣
広
告
に
当
る
と
共
に
自
ら
も
労
働
す
る
。
八
百
ヒ
職
員
も

随
時
作
業
管
理
に
当
る
。
各
組
山
口
部
に
お
け
る
搬
出
労
働
の
割
当
、
分
担

等
に
関
す
る
組
頭
白
機
能
及
び
各
作
業
内
容
は
、
既
に
考
察
せ
る
S
林
業

の
N
組
に
お
け
る
ー
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
た
だ

O
組
に
お
い
て
は
後
述
の
如
く
組
頭
は

年
齢
も
若
く
技
能
に
お
い
て
も
特
に
す
ぐ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、

K
組

に
お
い
亡
は
組
頭
は
年
長
で
枝
舵
に
も
優
れ
て
お
り
、
そ
の
れ
業
管
理
の

機
能
は
よ
り
強
力
で
あ
る
。
」
v検
は
会
社
職
員
が
こ
れ
を
行
う
。

次
に
組
頭
白
労
務
管
制
出
の
機
能
を
み
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
募
集
機
能
に

つ
い
て
み
れ
ば
、

K
組
に
お
い
て
は
組
合
員
が
長
く
地
縁
的
血
縁
的
結
合

第
八
十
八
番

第
六
台

回
。
九

九



伏
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
伺

を
維
持
し
て
お
り
、
募
集
機
能
は
臨
時
労
働
者
に
つ
い
て
み
な
け
れ
吋
な

ら
な
い
。
臨
時
労
働
者
二
ニ
名
の
出
身
地
は
、
組
頭
と
同
部
港
の
も
の
二

名
、
事
業
所
地
一
耳
の
も
の
一
ご
名
、
郡
内
の
も
の
六
名
、
県
外
の
も
の
二
名

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
組
頭
と
同
部
落
及
び
事
業
所
地
一
五
の
も
の
よ
り
も
郡

内
の
も
の
の
比
重
が
南
く
、
更
に
県
外
の
も
の
二
名
の
存
す
る
こ
と
は
注

目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
後
述
の
如
く
彼
等
の
賃
労
働
者
た
る
性

格
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
臨
時
労
働
者
の
募
集
に
は
P
木
材
は
全
く

関
与
せ
ず
、
組
副
及
び
組
員
が
こ
れ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
の

臨
時
労
働
者
白
「
っ
て
」
の
内
訳
は
、
友
人
五
名
、
親
戚
三
名
、
組
頭
二

名
、
組
員
三
名
で
あ
る
。
友
人
及
び
親
戚
を
「
っ
て
」
と
す
る
も
の
は
、

組
の
い
ず
れ
か
の
も
の
と
結
付
〈
の
で
あ
っ
て
、
特
に
組
頭
に
枯
付
く
と

い
う
の
で
は
た
い
。
聴
取
調
死
に
際
し
て
明
確
に
「
直
接
組
頭
に
頼
ん

だ
」
と
答
え
た
も
の
は
一
名
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
組
頭
と
持
に
関
係
の
あ
る

も
の
は
存
し
な
い
。
右
の
如
く
K
組
に
お
け
る
募
集
機
能
は
、
む
し
ろ
組

全
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
和
り
、
組
頭
の
そ
れ
が
や
や
殆
い
し
乙
は
い
え
特

に
強
力
で
は
な
い
。
な
お
臨
時
労
働
者
二
二
名
の
う
ち
二
名
は
事
業
完
了

前
に
脱
退
し
て
い
る
。

次
に
口
組
は
前
述
の
如
く
こ
の
事
業
に
際
し
て
組
織
み
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
実
質
的
に
は
共
同
請
負
で
組
問
は
組
の
代
表
者
た
る
に
す
ぎ
な
い
。

従
っ
て
ま
た
口
組
に
お
け
る
臨
時
労
働
者
の
募
集
に
際
L
て
も
、
そ
の
募

集
機
能
は
組
全
員
特
に
地
一
必
の
も
の
三
宅
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
組
頭
の
そ
れ
は
な
ん
ら
特
妹
の
も
の
で
は
な
い
。
臨
時
労
働
者
は
い

第
八
十
八
巻

第
六
号

。

回

。

ず
れ
も
地
元
の
も
の
で
事
業
開
始
当
時
は
一

C
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

一
年
間
に
四
名
脱
退
し
て
い
る
。

第
二
に
賃
金
管
理
に
つ
い
て
み
よ
う
ο
K
組
、
口
組
と
も
に
P
木
材
と

の
契
約
は
主
と
し
て
組
頭
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

K
組
に
お
付
る
出
材
請
負

取
決
書
に
は
組
頭
の
み
が
署
弔
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
契
約
交
捗
に
は
組

員
も
区
々
参
加
し
、
組
員
か
参
加
せ
ぬ
場
八
日
に
は
組
副
が
詳
細
に
報
告
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
契
約
内
容
に
つ
い
て
は
組
此
も
熟
知
し
て
お
り
、
一
一
組
と

も
実
質
的
に
は
団
体
請
負
で
あ
る
。
二
組
Lr
も
、
出
材
石
数
に
応
じ
て
支

払
わ
れ
る
金
額
の
介
配
基
準
と
な
る
日
給
額
は
組
以
と
組
員
は
同
一
で
、

そ
の
決
定
は
全
員
の
合
議
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
組
頭
へ
の
特
別
千
当
は
存

在
せ
ず
、
更
に
請
負
に
よ
る
収
益
は
全
員
に
均
分
さ
れ
る
ロ
そ
れ
ゆ
え
一

組
と
も
組
顕
乙
の
闘
に
は
な
ん
ら
の
差
異
も
存
レ
な
い
。

P
木
材
か
ら
二

組
へ
の
支
払
方
法
は
、
月
々
団
体
出
来
高
払
に
よ
り
組
頭
へ
一
括
し
て
支

払
わ
れ
、
組
頭
か
ら
組
員
に
分
配
さ
れ
る
が
、
石
当
り
単
価
及
び
出
材
石

数
は
全
員
に
熟
知
さ
れ
て
お
り
、
制
服
頭
に
よ
る
中
間
収
取
の
余
地
は
合
く

存
在
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
組
員
シ
臨
時
労
働
者
と
の
聞
に
は
意
要
な
差
県
が
存
す

る
。
ま
ず
陥
叫
労
働
告
は
組
に
一
時
的
に
参
加
し
た
も
の
で
あ
り
、
作
業

収
益
の
分
配
に
は
あ
ず
か
ら
な
い
。
第
一
一
に
組
。
請
負
単
価
に
つ
い
て
は

臨
時
労
働
者
は
本
来
こ
れ
を
知
ら
ず
、
な
ん
ら
か
の
機
会
に
偶
然
知
り
う

る
に
す
ぎ
向
。
シ
」
こ
ろ
で
臨
時
労
働
者
の
賃
金
決
定
は
組
全
員
、
と
の
合
議

に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
既

rふ
れ
た
如
く
そ
り
質
A
V

は
O
組
に
お
い
て
は
組



員
と
同
額
で
あ
り
、

K
組
に
お
い
て
は
一

O
名
が
同
額
で
他
の
三
名
は
低

い
。
し
か
し
こ
の
三
名
の
賃
金
格
差
は
、
か
れ
ら
が
比
較
附
年
少
で
林
業

労
働
経
験
年
数
の
低
い
こ
と
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
組
員
と

臨
時
労
働
者
と
の
聞
に
は
一
応
賃
金
格
差
は
存
し
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
賃
金
額
そ
白
も
の
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

K

組
及
び
O
組
の
賃
金
と
5
林
業
り
N
新
の
そ
れ
と
を
比
較
す
れ
ば
前
者
は

低
い
。
こ
の
格
差
は
E
組
と
O
組
に
は
組
員
以
外
の
臨
時
労
働
者
が
存
在

す
る
の
に
対
し
て
、

N
組
に
は
そ
れ
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
る
も
り
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

K
組
と
O
組
は
実
質
的
に
は
組
全
員
の
凶
休
請
負

で
あ
り
、
作
業
収
益
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
も
り
で
、
そ
の
労
働
力
不
足

を
臨
時
労
働
者
の
募
集
に
4
っ
て
補
完
す
る
。
組
員
は
胤
時
労
働
者
と
同

一
労
働
に
従
事
し
、
し
か
も
月
々

P
木
材
か

b
出
材
石
数
に
対
し
て
支
払

わ
れ
る
金
症
を
、
臨
時
労
倒
者
を
も
含
め
た
全
員
で
決
定
せ
る
日
給
額
を

基
準
と
し
嫁
励
日
数
に
応
じ
て
、
臨
時
労
働
者
に
対
す
る
と
同
じ
く
一
応

賃
金
の
形
態
に
お
い
て
分
配
す
る
ゆ
え
、
そ
の
技
能
に
お
い
て
差
具
自
存

し
た
い
限
り
、
臨
時
労
働
者
と
同
一
賃
金
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
組
員
は
、
臼
給
額
を
あ
る
程
度
低
く
決
定
し
臨
時
労
働
者
。
賃

金
を
引
下
げ
る
と
共
に
、
組
と
包
て
の
作
業
収
益
を
よ
り
多
〈
独
得
せ
ん

と
す
る
要
求
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
組
員
も
ま
た
後
に
検
討

す
る
如
く
本
宜
的
に
は
賃
労
働
者
で
あ
り
、
他
方
臨
時
労
働
者
を
確
保
す

る
必
要
と
相
候
っ
て
、
賃
金
引
下
げ
は
比
較
的
狭
い
範
囲
内
に
限
定
さ
れ

ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ゐ
ぅ
。

伐
同
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
伺

最
後
に
労
務
官
理
に
つ
い
て
生
活
管
理
の
面
を
み
よ
う
c

こ
こ
で
の
問

題
は
飯
場
炊
事
で
あ
る
。
飯
場
の
設
営
は
K
組

rお
い
て
の
み
行
わ
れ
る

が、

P
木
材
が
そ
の
資
材
を
提
供
し
組
が
建
設
す
る
。
炊
事
は
共
同
炊
事

で
あ
り
炊
事
婦
が
一
名
居
用
さ
れ
て
い
る
。
炊
事
婦
は
組
出
と
同
村
で
あ

る
が
、

K
組
に
は
初
め
て
雇
川
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
炊
事
の
ほ
か
雑
役

に
も
従
事
す
る
。
そ
の
賃
金
は
三
食
付
日
品
川
二
問
。
円
で
、
組
頭
個
人
で

は
な
〈
組
と
し
て
こ
れ
を
支
払
う
。
旗
揚
宿
泊
者
は
事
茶
所
地
元
町
臨
時

労
働
者
三
名
を
除
く
全
員
で
あ
る
a

食
料
一
切
は
組
に
よ
っ
て
一
括
購
入

さ
れ
、
燃
料
は
事
染
所
林
地
で
採
取
さ
れ
る
。
仙
の
財
は
各
人
が
個
々
に

こ
れ
そ
購
入
す
る
。
食
費
邑

L
て
組
全
員
及
び
宿
泊
臨
時
労
倒
者
か
ら
↓

律
に
一
日
一

O
C門
何
賃
金
か
ら
控
除
さ
れ
、
食
費
不
足
の
場
合
に
は
組

に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。
食
料
及
び
そ
の
他
の
耐
の
運
搬
は
全
宿
泊
者
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
右
目
一
如
く
飯
場
炊
事
に
闘
し
て
も
、
抑
制
と
臨
時
労
働

者
と
の
聞
に
は
差
異
が
あ
り
、
組
は
炊
事
婦
賃
令
及
び
食
料
補
充
費
を
負

担
し
、
臨
時
労
働
者
は
と
れ
を
負
担
し
た
い
。
担
割
、
臨
時
労
働
者
双
方

か
ら
の
聴
取
調
査
に
よ
っ
て
も
、
飯
場
炊
事
費
は
組
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
場
合
、
前
期
的
な
組
頭
制
度
に

お
け
る
と
む
し
ろ
逆
の
現
象
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他

方
、
前
述
の
低
賃
金
と
の
関
連
を
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
A
う

O

K
組
に
お
い
て
背
負
に
よ
る
収
益
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
土
要
な
原
因
は
、

そ
の
請
負
林
分
が
出
材
に
困
難
な
地
勢
で
か
つ
杉
櫓
が
比
較
的
少
な
か

っ
た
こ

t
に
よ
る
問
材
費
の
子
組
以
上
の
上
昇
に
あ
る
が
、
飯
場
炊
事
費

第
八
十
八
巻
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六
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伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
料

の
負
担
も
一
応
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
K
組
と
O
組
に
つ
い
て
、
そ
の
一
般
的
性
格
及
び
組
頭
の
作
主
管

理
、
労
務
管
理
の
機
能
主
検
討
し
た
。

K
組
は
地
縁
的
血
叫
略
的
結
合
、
。

組
は
地
縁
的
結
合
の
性
格
が
強
い
心
組
問
制
の
県
す
作
業
管
理
の
機
能
は
強

い
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
熟
練
嘗
働
者
と
し
て
の
技
能
に
基
ず
く
も
の
で

あ
り
、
ま
た
K
組
に
お
い
て
は
組
頭
の
山
番
た
る
性
格
に
よ
っ
亡
よ
り
強

め
ら
れ
て
い
る
。
組
頭
の
労
務
官
理
の
機
能
は
弱
め
ら
れ
、
次
第
に
組
全

体
の
中
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
組
頭
Lι
組
員
と
の
本
質
的
差
県
は
な
ん

ら
存
在
し
な
い
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
前
期
的
な
組
期
制
度
の
性
格
は
殆
ん
と

全
く
解
体
し
て
い
る
と
云
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
K
氏
の
場
合
、
戦
前

の
組
頭
時
代
に
既
に
殆
ん
ど
現
在
と
同
様
の
機
棺
を
射
し
て
い
る
こ
と
を

附
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
た
い
。

更
に
K
組
口
組
と
も
臨
時
労
働
者
が
参
加
し
て
お
り
、
組
労
働
者
と

臨
時
労
働
者
主
の
問
に
は
前
述
の
如
き
対
立
関
係
が
阿
包
さ
れ
て
い
る
。

次
に
労
働
者
の
よ
り
具
体
的
性
格
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い

d

な
お
以

下
の
数
字
は
昭
和
三
四
年
九
月
現
在
に
お
け
ゐ
も
白
で
あ
り
、
ま
た
O
組

に
お
い
て
は
組
労
働
者
は
僅
か
二
名
で
か
つ
陥
時
労
働
者
と
の
差
異
は
な

い
ゆ
え
表
に
お
い
て
は
一
括
す
る
。

K
組
に
お
い
て
は
組
七
名
臨
時
一

三
名
、
口
組
は
組
二
名
・
臨
時
六
名
で
あ
る
e

年
齢
と
家
庭
内
白
地
位
次
去
に
よ
れ
ば
、
五
組
の
平
均
均
齢
は
組
労

働
者
一
二
一
六

E

六
歳
、
臨
時
労
働
者
二
九
九
歳
で
一
名
を
除
き
い
ず
れ
も

三
口
歳
以
じ
で
あ
る
が
、
臨
時
労
働
者
は
一
一
心
歳
台
の
も
の
が
過
半
数
を

第
八
十
八
巻

四

第
六
日
弓

し
め
て
い
る
。
口
組
の
平
均
年
齢
は
三
凶
九
歳
で
、
そ
の
半
数
は
二

O

歳
台
で
あ
る
。
。
知
の
組
労
働
者
は
十
円
々
二
六
歳
と
二
八
歳
で
航
時
労
働

者
よ
り
年
少
で
、
一
般
の
場
合
と
は
逆
の
現
魚
を
一
市
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
組
頭
が
K
組
か
ら
独
斗
L
て
組
主
組
織
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

阿
名
と
も
勿
論
熟
紘
労
働
者
で
あ
る
。

次
に
家
庭
内
の
地
伎
を
み
れ
ば
、

K
M酬
で
は
組
労
働
者
に
は
一
戸
主
が
多

〈
陥
時
労
働
古
に
は
長
男
が
多
い
が
、
。
組
で
は
半
数
が
戸
主
で
あ
る
e

な
お
O
組
の
組
労
働
者
は
い
ず
れ
も
長
男
で
あ
る

υ

林
業
労
働
経
験
年
数

K
組
に
お
け
る
組
労
働
者
の
平
均
あ
し
か
け
経

験
年
数
は
二

0
・
六
年
、
臨
時
労
働
者
の
そ
れ
は
七
一
一
一
年
で
あ
る
。
こ

れ
を
前
出
の
干
均
年
1

齢
と
対
比
す
れ
ば
、
組
労
働
者
は
学
校
ヰ
業
後
直
ち

に
林
業
労
働
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
腕
時
労

働
者
は
二

O
歳
ム
げ
に
な
っ
て
林
業
労
働
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
。
平
均
純

経
験
年
数
は
、

K
組
の
紺
労
働
者
一
凹
凶
年
、
臨
時
労
働
者
六
・
八
年

で
あ
り
、
。
組
に
お
い
て
は
九
・
三
年
で
あ
る
。

純
経
験
年
数
卒
は
、

K
組
の
組
労
働
者
六
九
・
九
%
、
臨
時
労
働
者
入

。
九
%
で
あ
り
、

O
組
は
じ
五
一
ハ
%
で
あ
り
、
前
出
の
N
組
に
は
劣

る
が
い
ず
れ
も
か
な
り
高
率
で
林
業
労
働
へ
の
笠
新
・
専
業
他
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
純
経
験
判
数
半
に
お
い
て
は
組
労
働
者
が
臨
時
労
働
者
よ
り

も
む
し
ろ
低
い
が
、
こ
れ
は
後
に
示
す
如
く
前
者
に
お
い
て
農
業
と
の
結

付
き
が
よ
り
大
な
る
こ
と
に

k
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
組
労
働
長
も
喰

後
に
は
戦
、
別
よ
り
も
投
策
労
働
を
軽
減
し
て
い
る
。
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K
組
。
組
と
も
般
出
の
み
に
従
事
す
る
ゆ
え
、
請
負
作

業
期
間
中
は
林
業
労
働
の
他
刊
業
種
へ
の
流
動
は
み
ら
れ
な

い
が
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
他
作
業
種
の
経
験
者
は
、

伐
木
・
造
材
に
つ
い
て
組
労
働
者
一
名
、
臨
時
労
働
者
二
名

で
あ
り
、
流
伐
に
つ
い
て
は
組
労
働
者
一
名
、
臨
時
労
働
者

ニ
名
で
あ
る
。

林
業
労
働
就
業
期
間
車
次
表
に
よ
っ
て
一
一
租
の
林
業
労

働
就
業
期
間
半
J

乞
み
れ
ば
、
一
品
低
の
一
一
つ
り
則
自
に
分
わ
る
。

ま
た
組
労
働
者
は
臨
時
労
働
寸
矧
1
d門
パ
判
J
引|一

省
に
比
し
て
は
る
か
に
車
中
一
平
石
犯
一
回
一

で

あ

る

お

組

竺

一

口

柔

率

胡

凶

川

い

1

|

一

満
の
名
は
臨
時
労
働
者
で

4
h此
ー

ー

ー

上

一

町

一

五

円

什

一

i

一

あ
る
)

U

特
に
臨
時
労
働
者
に
業
一

m
J
1
1
1
1
1
1い
|
一

就

一

~

%

し

一

お
い
て
は
高
低
二
つ
の
型
に
倒
面
刷
L

I

-

-

分
れ
て
い
る
が
、
こ
の
悠
中
間
一
九
円
切
一

3
一

一

の
も
の
は
後
述
の
如
〈
必
林
件
記
叫
一

J
一
|
|

リ
〉
一
干
一

4

1

栄
以
丹
円
一
他
民
業
の
草
刈
働
制
一
均
一
片
|
|
下
|

;

喜

一

一

一

者

た

り

し

も

の

で

あ

る

。

そ

託

¥

一

一

川

二

組

時

一

れ
ゆ
え
こ
れ
ら
の
労
働
省
は
、
一
切
¥
一

当
一
司
¥
一

い
ず
れ
も
兼
業
的
目
半
畳
型
一
此
¥
別

労
働
者
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
¥
日

稼
動
回
数
次
表
に
よ
り
一
卜

1
L
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林
業
労
働
稼
動
日
数
を
み
よ
う
。
ま
ず
K
組
の
組
労
働
者
の
年
間
稼
動
日

数
は
す
べ
て
一
八

O
同
以
上
で
、
そ
の
平
均
年
間
稼
動
日
数
は
二
四
五
日

で
あ
る
が
、
臨
時
労
働
者
の
そ
れ
は
二
一

O
日
以
上
と
一
五

O
H未
満
の

二
群
に
分
れ
平
均
年
同
稼
動
日
数
は
一
六
五
日
で
あ
る
。
口
組
労
働
者
の

年
間
稼
動
日
数
は
い
ず
れ
も
一
五

O
日
以

K
で
、
一
一
一

O
日
以
上
り
も
の

が
大
多
数
を
し
め
、
平
均
年
間
稼
動
日
数
は
二
一
二
一
二
日
で
あ
る
。

年
間
稼
動
月
数
を
4
れ
ば
、
殆
ど
年
聞
を
迫
じ
て
恒
常
的
に
林
業
労
働

に
従
事
し
て
い
る
も
の
が
大
多
数
を
し
め
、
特
に
組
労
働
者
は
す
べ
て
一

一
カ
月
以
上
で
あ
る

u

た
だ
臨
時
労
働
省
特
に
K
組
の
そ
れ
に
は
年
間
稼

動
月
数
の
比
較
的
低
い
も
の
が
多
数
を
し
め
る
が
、
紋
等
は
主
と
し
て
土

工
(
三
名
)
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
(
二
名
)
に
流
動
し
て
い
る
。
こ
れ
は

村
内
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
電
源
開
発
工
事
と
関
連
し
て
い
る
。

月
間
稼
動
日
数
に
お
い
て
も
S
林
業
苫
組
E
ほ
ぽ
同
程
度
で
あ
り
、
相

当
の
一
両
さ
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
臨
時
労
働
者
特
に
年
間
核
動
月
数
の
低

い
も
の
は
、
月
間
稼
動
日
数
も
侭
〈
、
林
業
労
働
に
従
事
す
る
と
共
に
他

種
労
働
へ
の
流
動
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

農
業
経
営
と
由
関
係
労
働
者
の
経
営
耕
地
規
棋
お
よ
び
農
業
従
事
日

数
を
示
吐
ば
次
去
の
如
く
で
あ
る
。
ま
ず
注

H
さ
れ
る
こ
と
は
、
労
働
者

の
約
三
分
の
一
が
純
然
た
る
非
農
家
に
凪
し
か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
臨
時
労

働
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
多
少
と
も
農
業
を
営
む
も
の
に
お
い
て
も
、

そ
の
経
営
規
模
は
一
放
的
に
極
め
て
零
細
で
あ
り
、
五
反
未
満
白
も
の
が

大
名
数
を
し
め
て
い
る
。
経
営
耕
地
規
模
一
町
以
止
の
も
の
は
K
組
の
組

伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
伺

労
働
者
の
僅
か
二
名
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
二
名
は
い
ず
れ
も
戸
主
で
あ

る。
更
に
年
間
操
業
従
事
日
数
も
ま
た
極
め
て
少
な
く
、
圧
倒
的
大
多
数
の

労
働
者
に
つ
い
て
農
業
経
営
k
m
結
付
き
は
全
く
こ
れ
を
無
倒
し
て
も
差

支
な
い
で
あ
ろ
う
。
経
営
耕
地

A

町
以
上

r属
す
る
戸
主
の
二
名
に
お
い

て
も
、
そ
の
平
均
年
間
農
業
従
串
日
数
は
僅
か
に
六
九
日
で
あ
り
、
農
繁

期
に
の
み
農
業
に
従
事
し
、
農
業
は
そ
の
家
族
労
働
に
依
存
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
殆
ん
ど
す
べ
て
の
労
働
者
が
脱
農
民
化
し
て
お
り
大
争
数
が

賃
労
働
者
化
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

他
の
職
業
と
四
流
動
関
係
最
後
に
労
働
者
の
前
障
を
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
農
林
業
以
外
の
他
産
業
と
の
流
動
関
係
を
考
察
し
よ
う
a

全
労
働
者

一
一
八
名
の
う
ち
林
業
労
働
の
前
腔
の
な
い
も
の
は
僅
か
二
名
に
す
ぎ
ず
、

か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
均
較
的
年
少
で
ト
ラ
ヅ
グ
運
転
手
を
へ
て
K
組
の
臨

時
労
働
者
と
な
っ
士
も
の
で
あ
る
。

次
に
林
業
労
働
の
前
歴
を
も
っ
と
共
に
多
少
邑
も
林
業
労
働
以
外
の
前

歴
を
も
つ
も
の
は
、
半
数
の
一
四
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
組
労
働
者
は
四

名
、
臨
時
労
働
者
は
一

O
名
で
あ
る
が
、

S
林
業
N
組
労
働
者
に
比
し
て

極
め
て
対
照
的
で
、
他
産
業
と
の
流
動
の
多
い
こ
と
を
一
出
し
て
い
る
。
他

産
業
り
う
ち
で
は
工
業
が
設
も
多
く
一

(U名
で
、
党
通
運
輸
業
一
名
、
鉱

業
商
業
各
-
名
で
あ
り
、
て
業
は
製
紙
・
製
材
・
鉄
鋼
電
器
機
械

の
各
部
門
に
わ
た
っ
て
い
る
。

第
八
十
八
巻

四
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伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
付

第
八
十
八
巻

四

ノ、

第
六
号

右
は
問
和
三
四
年
品
川
月
の
調
査

に
よ
る
も
の
で
、

P
木
材
の
こ
の

伐
出
作
業
は
昭
和
三
主
年
一
二
月
完

了
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に

お
け
る
他
産
業
と
の
流
動
関
係
を

昭
和
三
六
年
九
月
現
存
に
お
い
て

み
れ
ば
、
組
労
働
者
九
名
は
い
ず

れ
も
全
〈
林
業
労
働
に
定
着
・
専

業
化
し
て
お
り
、
こ
の
二
年
同
に

他
穂
労
働
に
従
事
し
た
も
の
は
存

在
し
な
い
。

K
組
に
お
い
て
は
凹

名
が
脱
退
し
、
う
ち
一
名
は
組
頭

と
な
り
独
立
し
て
い
る
。
。
組
は

伐
出
作
業
完
了
と
共
に
組
を
解
散

し
、
河
名
は
い
ず
れ
も
他
村
に
お

い
て
搬
出
労
働
に
従
事
し
て
い
る
。

臨
時
労
働
者
一
九
名
の
う
ち
死

亡
者
一
名
を
除
き
、
二
二
名
が
林

業
労
働
に
定
着
専
業
化
し

τい

る
。
た
だ
そ
の
う
ち
三
名
は
十
一
工

或
は
雑
役
と
し
亡
電
源
開
発
工
事

或
は
災
害
復
旧
工
事
に
、
プ
刀
月



以
内
の
停
期
間
で
は
あ
る
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
他
の
五
名
は
全
く
林
業

労
働
か
ら
流
出
し
て
、
運
輸
・
製
材
土
建
製
紙
の
各
部
門
に
一
居
川
さ

れ
て
い
る
。

，、

専
業
的
伐
出
来
者
い
わ
ゆ
る
索
材
業
者
Q
氏
は
、
新
宮
市
に
お
け
る
比

較
的
式
規
模
な
業
者
に
崩
し
、
そ
の
伐
山
数
量
は
昭
和
三
0
1三
五
年
間

に
一
万
乃
至
一
八
万
石
で
、
昭
和
三
一
二
年
足
は
了
七
万
石
で
あ
る
が

そ
の
す
べ
て
を
立
木
頁
什
に
よ
っ
て
い
る
。
伐
出
方
法
は
伐
出
数
量
の
約

八
O
%
を
詰
丸
、
約
二
O
M
刊
を
「
仕
込
」
に
依
存
し
て
い
る
。
請
負
の
場

合
に
お
け
る
契
約
書
の
作
成
、
伐
出
資
材
の
分
組
十
刀
法
に
関
し
て
は
P
木

材
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。
但
し
伐
出
数
量
の
小
な
る
場
合
に
は
、
時

に
は
契
約
書
が
作
成
さ
れ
ず
口
頭
契
約
に
よ
る
場
合
も
あ
る

3

請
負
は
団

体
詰
貨
又
は
個
人
請
負
に
分
れ
る
が
、
倒
人
詰
負
の
場
合
に
お
い
て
も
K

組
む
如
く
実
質
的
に
は
団
体
詰
負
で
あ
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。

「
仕
込
」
は
昭
和
三
一
午
以
降
Q
民
に
専
属
す
る
B
氏
に
対
し
て
な
さ

れ
て
い
る
。

B
氏
も
新
宮
市
に
お
け
る
素
材
染
者
で
あ
っ
た
が
、
事
業
失

敗
後
Q
氏
に
専
属
す
る
に
宣
っ
た
の
で
あ
る
@
昭
和
一
二
三
年
度
の

B
氏
の

伐
出
数
貴
は
三
千
石
で
、

Q
氏
か
ら
七
0
0万
円
の
仕
込
金
を
借
入
れ
て

い
る
。
と
の
際
、
口
頭
契
約
で
契
約
書
は
作
成
さ
れ
ず
、
金
利
日
歩
七
銭

及
び
素
材
販
売
舗
の
五
%
が
支
払
わ
れ
ゐ
条
件
で
あ
る
。
一
般
の
場
骨
に

は
契
約
書
が
作
成
さ
れ
、
担
保
物
件
及
び
倶
証
人
を
必
要
と
す
る
が
、
右

伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
伺

の
場
合
は
丙
氏
の
廿
殊
関
係
に
基
ず
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
両
氏
の
場
合
、

契
約
条
件
は
必
ず
L
も
一
定
せ

F
、
特
に
金
刺
は
日
歩
一
一
一
O
銭
と
変

動
し
て
い
る
。

と
こ
当
で
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た
労
働
者
調
査
は
、

B
氏
の
干
に
お
け
る

搬
出
労
働
者
M
組
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
き
て
B
氏
は
仕
込
金
を
借
入

れ
て
立
木
頁
付
を
行
う
が
、
直
接
労
働
者
を
雇
用
し
て
伐
出
を
行
う
の
で

は
な
く
請
負
に
依
存
す
る
ω

す
な
わ
ち
P
木
材
の
場
合
に
お
け
る
P
木
材

K
組
の
関
係
が
、

Q
氏
の
場
合
に
は
Q
氏

B
民

M
組
、
と
な
る
の
で

あ
る
ロ

Q
民
は
表
面
に
現
れ
ず
こ
こ
で
は
零
細
な
伐
山
川
業
者
E
氏
E
M
組

之
の
対
応
関
係
が
問
題
と
な
る
。

M
組
は
六
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
組
頭
M
氏
は
K
組
に
お
け

る
K
氏
と
全
く
同
様
で
、
い
わ
ゆ
る
」
間
期
的
な
組
組
で
は
な
く
六
名
の
代

表
者
た
ゐ
性
格
の
も
の
で
あ
る

G

ま
た
後
に
一
所
さ
れ
る
如
く
M
氏
は
故
年

長
で
か
つ
専
業
熟
練
労
働
者
で
あ
る
が
、

K
氏
の
場
合
と
は
具
り
作
業
川
口

問
機
能
を
も
喪
失
し
て
い
る
。
蹴
出
作
業
の
指
揮
・
監
督
は
R
氏
自
ら
こ

れ
を
な
す
。

M
氏
は
組
員
五
名
と
全
く
同
様
の
労
働
に
従
事
す
る
の
で
あ

り
、
日
給
額
も
同
一
で
組
顧
と
し
て
り
特
別
手
当
も
受
け
な
い
。

M
組
は

B
氏
か
ら
の
詩
負
に
際
し
て
い
ず
れ
も
地
一
五
の
六
名
に
よ
っ
て

新
た
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

M
氏
は
後
述
の
釦
く
完
全
に
脱
農
民

化
し
て
林
業
労
働
に
定
着
・
専
業
化
し
て
お
り
そ
の
行
動
半
径
も
広
い
が
、

他
の
組
員
五
名
は
い
ず
れ
も
経
笛
規
岐
五
反
以
上
白
農
家
に
属
し
て
お
り
、

林
業
労
働
へ
の
定
着
・
専
業
化
の
傾
向
を
強
く
内
包
し
な
が
ら
も
な
お
あ

第
八
十
八
巻

第
六
号
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伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
仲

る
程
度
決
業
と
結
付
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
林
議
労
働
者
と
し
て
の

行
動
半
径
も
地
元
附
近
に
限
定
さ
れ
て
い
V

る
。
す
な
わ
ち
乙
の
組
員
五
名

は
三
乃
至
七
年
同
そ
の
地
一

π周
辺
で
伐
山
を
請
負
っ
て
い
た
E
氏
の
専
業

労
働
者
の
組
に
加
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
組
が
他
地
区
に
移
動

L
た
た
め
新
に

M
氏
hι
中
心
と
し
て
組
を
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
組
員
以
外
白
臨
時
労
働
者
は
存
在
し
な
い
。

M
組
の
一
語
負
伐
出
品
は
小
規
模
で
七

C
O石
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
際
契
約

は
単
に
口
頭
で
な
さ
れ
、
石
当
り
単
何
に
よ
ら
ず
総
量
二

O
万
円
正
決
定

さ
れ
て
い
る
。
搬
出
も
容
易
な
場
所
で
あ
り
、
集
材
機
発
動
機
等
を
必

要
、
と
せ
ず
単
に
ワ
イ
ヤ
ー
と
そ
の
附
属
品
の
み
で
搬
出
可
能
で
あ
り
、
こ

れ
を
白
馬
か
負
担
し
、
市
町
働
昔
は
各
自
所
有
の
小
道
具
を
持
参
ず
る
に
す

ぎ
ず
組
所
有
の
器
具
は
存
在

J

た
い
。
以
下
町
組
労
働
者
に
つ
い
て
K
組

口
組
、
と
の
対
比
に
お
い
て
そ
の
性
栴
全
検
討
し
よ
う
。

年
齢
と
家
族
内
白
地
位
第
8
表
の
一
日
す
如
〈
M
組
労
働
者
の
年
齢
は

い
ず
れ
も
二

O
歳
以
上
で
E
組
・

0
組
と
大
差
は
な
い
。
掠
族
内
の
地
位

に
つ
い
て
は
戸
主
・
長
男
が
同
じ
比
重
乞
し
め
て
い
る
。

林
業
労
働
経
験
年
数
と
林
業
労
働
就
業
期
間
率

M
組
労
働
者
の
平
均

あ
し
か
け
経
験
年
数
は
二
一
年
、
平
均
純
経
験
年
数
は
五
四
年
で
あ
る
。

た
だ
組
扇
町
み
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
著
し
く
高
い
ゆ
え
、
他
の
五
名
に

つ
い
て
み
れ
ば
前
者
七
・
四
年
、
後
者
三
・
三
年
で
K
組

O
組
に
比
し

て
著
し
く
低
い
u

純
経
験
年
数
率
に
お
い
て
も
M
刺
は
三
九
二
%
で
K

組
・
。
組
に
比
し
て
浩
か
に
低
い
。

第
八
十
八
巻

円
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第
六
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次
に
林
業
労
働
就
業
期
間
率
も
次
表
の
如
く
四
C
M
W
以
下
が
三
分
の
二

を
し
め
、
平
均
の
そ
れ
も
三
五
一
八
骨
で
あ
り
、

E
組
・

0
組
の
そ
れ
よ

り
溢
に
低
い
。
た
だ
K
組
臨
時
労
働
者
の
そ
れ
に
は
や
や
近
い
が
、

K
組

臨
同
労
働
者
は
農
林
業
以
外
の
他
産
業
に
就
来
し
て
い
た
の
に
対
L
、
M

組
労
働
者
は
後
述
の
如
〈
企
業
に
の
み
就
業
し
て
い
た
点
に
重
要
な
差
以

が
存
す
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
日
組
頭
M
氏
の
み
特
に
こ
の
点
に
お
い

て
も
一
両
車
で
あ
る
故
、
他
の
組
員
五
名
に
お
い
て
は
そ
の
率
は
更
に
低
下

す
る
。
な
お
M
組
六
名
は
い
ず
れ
も
伽
拠
出
労
働
の
み
に
就
業
し
て
お
り
、

仁
ー
司
日
ー
に
珂
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伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
伺

他
種
林
業
労
働
の
経
験
を

有
す
る
も
の
は
組
頭
の
み

で
あ
る
。

稼
動
回
数
ま
ず
M
組

労
働
者
の
年
間
稼
動
日
数

及
び
月
間
稼
動
日
数
は
い

ず
れ
も
相
当
多
く
、
先
々

の
平
均
は
一
一

C
一
日
、
一

九
・
五
日
で
あ
り
、
こ
の

点
に
関
し
て
は
林
業
労
働

へ
の
定
着
専
業
化
の
傾

向
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る
。

(
第
叩
表
参
加
〕
。
ま
た
年

間
稼
動
月
数
に
お
い
て
も

い
ず
れ
も
九
カ
月
以
ー
で

あ
り
、
同
様
の
傾
向
が
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ

こ
れ
ら
二
点
に
闘
し
て
も

組
頭
の
み
が
準
か
に
多
い

で
り
あ
る
。

ま
た
目
別
組
労
働
者
の
林

業
労
働
へ
の
定
着
・
専
業

第11表 清従が[昨 10
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おっ 点て 数うるみの衰逢働はら示比 も 農 の う
半で前盗は。に農二 cっ か 従 前 年 さ L.K 経業でで K
農 M 述か他たす業、示に事述間れ亡組営労ああ組
型組 のにのだ'If労三す少日の農る M 及百働るる臨
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伐
山
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
仲

た
る
性
格
を
あ
る
程
度
止
め
て
い
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

M
組
労
働
者
に
お
け
る
農
林
業
以
外
の
他
産
業
と
の
流
動
関
係
は
全
く

み
ら
れ
な
い
。
昭
和
三
六
年
九
月
現
在
に
お
い
て
は

M
組
は
既
に
解
散
さ

れ
て
い
る
が
、
六
名
の
労
働
者
は
依
然
主
し
て
同
一
の
状
態
を
保
ち
、
林

業
労
働
に
従
事
し
て
お
り
、
他
産
業
へ
の
流
出
も
全
〈
且
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
a

七

わ
れ
わ
れ
は
伐
山
林
業
労
働
力
を
伐
出
資
本
と
り
対
応
関
係
に
お
い
て

E
ら
え
そ
の
存
在
形
態
を
検
討
し
た
。
伐
山
資
本
い
か
日
大
な
民
業
資
本
た

る
製
紙
資
本
の
場
合
に
於
て
は
、
そ
れ
自
身
虚
業
資
本
た
る
性
栴
を
も
っ

S
林
業
と
結
什
き
、
ま
た
こ
凡
に
対
応
し
て
b
林
業
は
林
業
労
働
に
定
着

専
業
伯
せ
る
賃
労
働
者
と
結
く
。
伐
出
作
業
は
な
お
詰
負
の
形
態
乞
と

っ
て
い
る
が
、

S
林
業
の
労
働
者
把
悔
は
徐
々
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

左
共
に
組
頭
町
一
独
自
の
機
能
も
弱
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

S
林

業
ト
の
N
組
は
わ
れ
わ
れ
の
調
査
附
に
お
い
て
は
拙
立
の
組
と
し
て
S
林

業
と
話
先
契
約
を
結
ん
で
い
た
が
、
ム
ー
の
後
N
民
が
S
林
業
の
直
佑
労
働

者
と
な
る
之
共
に
組
頭
制
度
は
完
全
に
解
体
し
た
白
で
あ
る
。
し
か
し
旧

組
員
は
す
べ
て
N
氏
と
行
乞
共
に
し
、
昭
和
二
六
年
九
月
現
在
速
く
岐
阜

県
f
に
お
レ
て
S
林
業
の
伐
出
作
業
に
就
業
し
て
い
る

Q

こ
れ
と
共
に
か

れ
ら
は
一
層
脱
農
民
化

L
林
業
賃
労
働
へ
の
定
居
専
業
化
を
強
化
す
る

で
あ
る
う
。

第
八
十
八
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C 

次
に
わ
れ
わ
れ
は
製
材
資
本
た
る
P
木
材
下
に
結
付
く
林
業
労
働
力
を

や
や
詳
し
く
考
察
し
た
が
、
こ
こ
で
も
古
い
組
頭
制
度
は
解
体
し
て
お
り

ま
た
林
業
賃
労
働
へ
の
定
着
・
専
業
化
の
恨
め
て
強
い
群
と
や
や
弱
い
群

と
に
分
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
更
に
脱
農
民
化
し
主
全
に
賃
労
働
者
化
L

乍
ら
も
他
産
業
と
の
流
動
附
係
の
強
い
群
と
極
め
て
弱
い
程
度
で
は
あ
る

が
農
業
主
の
結
合
を
残
し
て
い
る
群
と
に
分
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

P

木
材
は
年
々
恒
常
的
に
大
量
の
伐
出
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
下
に
お

け
る
労
働
者
の
林
業
労
働
へ
の
定
着
・
専
業
化
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
c

な
お
品
川
産
業
と
の
流
動
悶
係
の
強
い
こ
と
は
、
林
業
労
働
者
の
近
代
的
性

格
の
陶
冶
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

素
材
業
冶
た
る
Q
氏
と
間
接
的
に
結
付
く
M
粗
の
場
ム
ロ
に
お
い
て
は
、

特
殊
な
「
仕
込
」
を
媒
介
と
す
る
も
白
で
ゐ
コ
Q
民
か
b
「
仕
込
」
を
う

け
た
零
細
な
伐
出
染
者
B
氏
と
M
組
の
対
応
関
係
が
基
本
を
な
す
。

M
組

労
働
青
は
林
業
労
働
へ
の
一
定
着
目
専
業
化
傾
向
を
強
く
市
し
な
が
ら
も
、

な
お
半
農
型
性
絡
を
あ
る
程
度
止
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な

点
は
、
林
業
労
働
力
が
製
材
業
に
結
利
〈
か
素
材
業
或
は
山
林
地
主
に
結

什
く
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
相
対
す
ゐ
も
の
が
大
監
か

っ
恒
常
的
に
伐
問
を
行
k
J

も
の
か
否
か
に
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
B
氏

の
事
例
は
小
川
品
侠
、
小
資
本
の
伐
出
業
に
結
付
〈
林
業
労
働
者
の
存
在
形

態
主
云
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
u

し
か
も
我
凶
に
お
け
る
伐
出
業
の
実
態

は
む
し
み
り
小
規
模
の
も
の
の
多
い
こ
と
を
一
市
し
て
い
る
(
農
林
省
伏
木

事
業
者
調
査
、
昭
和
二
九
年
、
参
加
)
。



そ
れ
ゆ
え
伐
出
林
業
労
働
力
を
一
般
的
に
半
段
烈
と
し
て
規
定
す
る
こ

と
は
一
応
正
L
い
し
、
わ
た
く
し
も
右
の
事
実
を
苔
定
す
る
も
の
で
は
な

い
白
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
と
共
に
林
業
労
働
者
も
伐
出
資
本
の
発
展
に
対

応
し
て
、
先
進
林
業
地
帯
会
中
心
と
し
て
徐
々
に
定
着
専
乳
化
し
、
近

代
的
賃
労
働
者
と
し
て
の
性
格
を
陶
治
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
と
も
宥
過
さ
る

べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
林
業
に
お
け
る
労
働
組
合
が
既
に
先
進
民
林

業
地
特
に
お
い
て
組
織
さ
れ
て
い
る
事
実
も
興
味
保
い
。
か
か
る
傾
向
に

伴
っ
て
い
わ
ゆ
る
前
期
的
な
組
頭
制
度
も
急
速
に
解
倖
し
て
い
る
の
で
あ

るロ
な
お
本
稿
で
は
林
業
労
働
力
の
近
代
伯
傾
向
を
主
と
し
て
問
題
に
L
、

そ
の
経
済
的
地
粧
を
な
す
賃
金
問
題
或
は
労
働
条
件
等
の
重
要
な
諸
問
題

白
杭
討
を
残
し
て
い
る
が
、
別
の
機
会
に
ゆ
す
る
己
と
と
す
る
。

伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
伺
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